
1994年8月1日発行岐阜県プラスチック工業組合会報 第118号

岐阜県の

県信用保証協会の情報誌にプラスチック業界の特集記事

工業技術センターに最新のインジェクションが登場

実技の技能検定に 1級、 2級合わせて69人が受検

組合青年部が相互に成形工場を見学して懇談

豊かなデザイン

組合員の工場訪問

事務局だより

保
証
協
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で
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い
た
座
談
会



［保証協会の情報誌に業界の特集記事 I

「高付加価値化をめざせ」
大松理事長らが座談会で発言

岐阜県信用保証協会が発行するビジネス情報誌「しんぽーと」に「岐阜県プラスチッ

ク業界の現況と展望」が特集記事として紹介された。その内容は「コスト競争から高付

加価値化の競争へ向かえば、プラスチック産業の前途は洋々…」をタイトルに、当工業

組合の大松利幸理事長ら 5人が、座談会形式で岐阜県プラスチック業界の概要、組織、

課題、展望などを発言しているもので、産業界の話題になっている。

浅野協会常務理事

のインタビューで

県信用保証協会が発

行する「しんぽーと」

はA4サイズ、カラー

印刷の美しい冊子で、

年間 4回季節ごとに 5

千部を発行、中小企業

金融の円滑化に大きな

役割を果たしている。

特集記事の取材は、

さる 6月7日、岐阜県

工業技術センターで行

われた。

プラスチック業界を特集した県信用保証協会の情報誌「しんぽーと」

④業界の将来展望ーなどで、今や岐阜県の七大

当工業紺合からは大松利幸理事長、日比勝次

副理事長、大野賓副理事長、竹内安之事務局長

それにアドバイザーとして関谷裕彦工業技術セ

ンター場長が出席した。これに対し協会側から

は浅野準一郎常務理事らが出席、インタビュー

形式で座談会が進められた。

ィンタビューの内容は①プラスチック業界の

概要②岐阜県プラスチック工業組合の組織活動

状況③プラスチソク業界が抱える課題と対応策

産業の一つとして重要な地位を占めている活躍

ぶりを中心に紹介した。

急成長とくに生産性の高さを誇る

業界の概要では、まず、大松理事長が岐阜県

の七大産業に数えられるようになった背景と産

業の歴史を説明し「岐阜肌のプラスチック業界

は愛知県のような大資本の成形「場はなく、中

小企業による地場産業的に兌展してきた。この
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ためバラエティーのある業態を築いている」と

強調。これに竹内事務局長が具体的な生産出荷

額、事業所数、従業員数などを補足説明した。

また、関谷場長が「プラスチック業界の付加

価値生産額は、県平均を大きく上回り、地場産

業の中でも生産性の高さを誇っている」とアド

バイスした。

組織活動では、昭和35年のプラスチック協会

設立、経済の高度成長を背景として昭和43年に

創立した工業組合、こうした組織を生かし「プ

ラスチック産業展の開催」「技能検定の実施」

「金融事業や自動車ローンの実施」「活路開拓事

業など国県の補助事業」さらに近年では「健康

保険組合の設立」など、相次ぎ取り組んできた

各種の事業活動を紹介した。

技術力や開発力を養える工業組合

とくに「県内関連企業数の割には工業組合の

組絡牌が低い」ことが話題になり、これに対し

大松理事長は「業界全体が多品種・多分野にわ

たってきたことや、小規模・零細企業が多いこ
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見えている。製品にオリジナリティーやより高

度な付加価値を付けることに、業界挙げて取り

組まねばならない（日比副理事長）」「県内業界

も機能性材料やプラスチック以外の素材を組合

せた複合性材料に取り組んでほしい。これまで

材料はメーカーまかせの感があったが、材料を

見直し、国際化の波に流されないようにステッ

プアップすることが大切だ（関谷場長）」など

と、積極的な発言があった。

省資源・リサイクル対策を真剣に

環境問題では、竹内事務局長から「組合ぐる

みでプラスチック廃棄物の処理・再資源化対策

の調査と研究に取り組む」の説明があり、リサ

イクルの重要性を再確認した。しかし、プラス

チックが環境汚染の代表格のように思われてい

る風潮に対し「廃棄されるプラスチックの量は

全体の6％すぎない。腐らずいつまでも残るの

で悪玉のようにいわれている。結論的には燃や

して熱エネルギーとして活用すればよい（日比

副理事長）」「燃やすと有毒ガスが出るというが、

大気汚染防止装置も開発されており、心配はほ

とんどないと思う （大野副理事長）」の発言が

あり、大松理事長が「リサイクルには再生、環

境にやさしい材料開発、そして熱としての利用

の三つの方法がある。ただし、石湘製品は有限

なので、省資源・リサイクルについて真剣に取

り組みたい」と、このテーマを結んだ。

プラスチック研究センター設立を

最後は業界の将来に話がはずみ、大松理事長

が「新技術を確立するバネとして工業技術セン

ターに、プラスチック研究センターを設立して

ほしい」と発言、大野副理事長が「業界全体の

レベルアップを図るため、他県にない施設づく

りを進めてもらいたい」と後押しした。

ンターか らせ

平成 5年度中に、暴力団などの民巾介人暴力等の相談が 22 3 

件ありました。

暴追センターでは、県警察や県弁護士会ミンボーセンターと連

携しそのほとんどを解決し、大変喜ばれております。

暴力には、勇気を持って腎察へ届けあるいは暴追センターに相

談することが一番大切です。

暴力で困ったときは、気軽に暴追センターヘ相談してください。

相談は無料・秘密厳守

（財）岐阜県暴力追放推道センター
岐阜市長住町2-3岐阜ピ
フリータイヤル（料金無料）

(0120) 037-214 
TEL 0582(64) 1613 1 ~,臼ミーこ、
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口新鋭機種がそろっての技能検定□
「ハイテク時代」 1、2級で69人が参加

工業組合は岐阜県職業能力開発協会からの受託事業として、 7月25日から 8月23日ま

での18日間、岐阜県工業技術センターで『平成6年度・プラスチック射出成形技能検定」

を実施する。これに先立ち 7月20日から 3日間、受検者を対象に「特別講習会」を行い、

基本からみっちり勉強してもらい、技能や知識のレベルアップを図り、検定に備えた。

とくに今年度は工業技術センターの射出成形機・住友機種がSG/75に更新され、ま

た、日精機種も圧力のアップなどを行ったため、検定機種はそろって新鋭機種となり、

受検者の意欲は高まりをみせた。

検定に先立って

特別講習会開く

今年度のプラスチック射

出成形の受検者は、実技、

学科ともで 1級11人、 2級

は66人の合計77人。このう

ち実技だけの受検者数は 1

級が10人、 2級が59人の合

計69人にものぼり、検定事

業始まって以来の大量受検。

ハイテク時代にふさわしい

技能検定となった。

技能検定に先立って開催

した特別講習会は、 7月20

日から 3日間、実技検定試

験会場と同じ工業技術セン

ターの3階講堂と成形機の

ある実験室で行った。

研修内容は①技能検定の

受検対策と傾向②成形材料

と射出成形条件③射出成形

機の取り扱いーなど講義と

実胄を繰り返し、合格率向

I：と技能レベルのアップを

最新型射出成形機の前で、熱心に説明をうける受検者

技能検定事業始まって以来の大量受験。講習会場は大盛況
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めざした。とくに講習会場に成形不良品の現物

を展示するなど成形不良対策に力を入れ、例年

の講習会とは異なる徹底した研修を行った。

知識がないと実技に応用できぬ

特別講習会の開講式では、工業技術センター

の関谷裕彦場長が「今日の技術革新時代は、や

はり技術の研さんがなければ、企業も業界も発

展しない。その技術革新を支えるのは、皆さん

方の若い技術者である」と激励した。

また、西川隆久首席検定委員は「技能検定受

検者が年々増えていることは、県内技術のレベ

ルの高さを表して喜ばしい。しかし、近年は企

業の生産形態が分業化してきたことから、技能

者の技術レベルに格差が生じてきている。技能

検定の合格率が低いのはこれが原因といえるが

技能・技術を身につける前に、何よりも大切な

のは、やはり基本といえる」と、基礎知識の大

切さを強調した。

さらに「実技の検定に当たって大切なことは

技能・技術ばかりではなく、作業態度も肝心な

こと。動作をその都度宣言、確認し、与えられ

た検定時間の配分に注意し、あわてず急いでほ

しい」とも呼び掛けた。

検定時間をフルに活用し取り組む
成形技術だけでなく作業態度も採点の対象に

実技の技能検定は大量受検となったことから

例年より長期にわたる18日間も行われた。 2級

の検定は7月25日から 8月18日までのウィーク

デーの15日間、また、 1級の実技検定は8月19

日から 3日間で、いずれも午前、午後に別れて

2人ずつが行った。

受検者は公開抽選で決まった日精、住友の最

新型インジェクションの前に立ち、 2級が3時

間、また、 1級は4時間の検定時間をフルに活

用、検定課題のプラスチックケース 2種類 (1

級は1OO個、 2級は⑩個）を成形加工した。

実技試験は、たんなる成形作業だけではなく

運転前の点検、金型の取り付け、型締め力の調

整、リミットスイッチの調整などと、成形作業

の事前・事後までも採点の対象になるとあって

受検者は緊張の連続であった。

学科試験は8月28日岐阜大学で

実技のぶ，検採点日は8月24日から 2日間、エ

業技術そンターに西川首席検定委員はじめ委

員、 f:！；（JILi全員が集まって行う。

合
格
を
め
ざ
し
て
取
り
組
む
受
検
者

学科の検定試験はすでに合格している人がか

なりいるので実技受検者より少なく 1級5人、

2級44人が受験。試験日は8月28日（日）岐阜

大学で、全国統一のもとにペーパーテストが行

われる。合格者の発表は10月6日（木）に岐阜

県公報に掲載され、岐阜県・岐阜県職業能力開

発協会から受検者に通知される。
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成品（恥の真空成形工場③大

ロ青年部員の工場を相互に見学／］垣市にある（有）久世樹脂工材

の再生・加工工場ーでいず
組合青年部•特色ある 3 工場を訪問し研修

工業組合の青年部は7月22日、今年度の第 1

回研修会を開いた。テーマは青年部員の企業

訪問で、 3社の成形工場を見学し、参加者全

員で生産工程のあり方や最近の経営実態につ

いて討論した。

今回の見学工場は①穂積町にある大東化工

諒のブロー成形工場②真正町にあるパール化

青年部員の工場見学と懇談会

れも特色ある組合員の成形

工場ばかり。青年部貝の工場は特色ある成形工

場は多く、次回の研修会も続け、部員相互の経

営資質の向上に役立てていく。

廃プラ利用の研究開始
青年部が9月に大阪へ実地見学

組合青年音肱は新事業として「組合青年部研究

会事業」に着手する。この事業は中小企業庁指

定の補助事業で、中小企業団体中央会、工業組

合、組合青年部が共催して行うもので「廃プラ

スチックの利用と環境を考える」を研究テーマ

に実地見学会と研究懇談会を組み合わせ、プラ

スチック成形業界の青年経営者としての考え方

をまとめることにしている。

実地見学会は9月4~5日に、大阪府守口市

のカンネツを訪問し、廃プラスチックの液化燃

料工場を視察し、工場関係者とリサイクル事業

について懇談してくる。

アドバイザーは岐阜プラスチック工業（恥の下

村康夫取締役開発部長。

三菱化成のエンジニアリングプラスチックス
ナイロン樹詣 ポリカーポネート慰詣

ID NOVAREXR 
Il'’ll9 191'9’9’l'’l'’旧-ノ 9、ミノト畠置置’ ll11,1l19’IllIlIIIIllI'19,IIII, l lIll’llll IIllノ‘‘し 9 タスー

PBT樹脂

NOVADUR 
ll191119’l,919’'IIIIIIlIl’Il l9’’Ill’1,礼-『I,,ヽ トつー，し9 _ 

中低圧ポリエチレン 高圧ポリエチ1ン

ポリエチレンNOVATECNOVAノTEC...L

人ぃ星讐苔累：
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豊かなデザインー 7 「おとこおんな現象」

●岐阜のパルコの辺りを歩いていて、妙なこと

に気付きました。それは、「男の子がいない』

ことでした。

1i11今年の夏のバーゲンでは、また、おもしろい

光景が見られました。近年、バーゲンセールと

いえば、“女性のもの”だったわけですが、今

年は違います。その東京の原宿をイメージした

中・高校生向けのショップには、茶色にカラー

リングしたつんつん頭、体にびったりとした半

袖Tシャツとあみあみランニングの重ね着、ボ

トムは昔懐かしい裾広がりのズボン。肌はつる

つるで真っ白です。指にはリング・耳にはピア

ス・..こんな若い男の子たちがワンサとセー

ルのワゴンに群がっている様子は、「ああ世紀

末だなー。』と妙な感慨に打たれました。

Illこんなわけで、後ろから見たら、おとこかお

んなか判らない状態です。昨今は女の子もショ

ートカットにびたびたTシャツなのですから。

先日、前述のような男の子と話をする機会が

あり、『とても女の子らしいjと感じてしまい

ました。彼等は「女の子らしい」とか「ユニセ

ックス』という評価は大変うれしいらしいので

す。一方女の子の方は、男の子にモテる自分よ

り、女の子にモテるワタシであることが重要に

なってきているようです。男の子は女の子らし

く、女の子は男の子らしく（？！）、と時代ば性

の境がなくなってきました。

岐阜県プラスチックデザイン協会

11118 0年代は、男は男らしく、女は女らしくと

いう価値感でありました。 90年代は男と女の

垣根がなくなり、いよいよ個人の人間性が重要

になってきました。ある著名な服飾デザイナー

もコレクションでは『人間性ーヒューマニティ」

をテーマにメッセージ性の高い作品を披露しま

した。作品のデイテールは賛否両論だったよう

ですが、そのメッセージは、鋭く時代性を象徴

するものであったと思います。

曰しい製品開発においてもその動きは読み取

れます。少し前の『男性のための」とか「女性

向けに』といったようなふれこみの製品はほと

んど見かけなくなりました。大切なのは、もっ

と根っこの部分 人にやさしいかどうか、だ

れが使っても使いやすいかどうか一ーになって

きました。こういう視点から製品づくりを考え

てみると、男性・女性・若者・お年寄り・子

供・障害を持つ人など全ての人にやさしい「バ

リヤフリー」がヒントの視点として浮かび上が

ってきます。

岐阜県工業技術センター包）
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闘舅蕎舅璽璽璽舅霞璽璽舅璽舅糧輯璽璽璽璽鱈組合員の工場訪問璽舅璽

小物の下請け一筋、水栓業界に協力

1藤木プラスチック I

今回の工場訪問は、バルブ生産で名高い美山

町にある藤木プラスチック（山県郡美山町葛原

3179、資本金30万円、藤木博代表）を訪ねた。

工場は美山町の中心、谷合を越え根尾谷へ向う

国道418号線沿いの葛原。この葛原には維合員

の大西化学や田中プラスチックの工場がある

が、藤木さんの工場はもう数キnで樽見という山

間の草木地区にある。

一帯の山々はどこまで行っても緑濃い杉山。

見るからに特産「美山のスギ板」の主産地だと

わかる。

工場は杉山を背にした約百平方仁の規模。典

型的な家内工業で「成形工場を始めて今年で31

年目。下請け加工に徹し、雪の多い山間の工場

を堅実に経営してきた」と話す。

杉板工場からコンプレッションヘ

藤木さんは若い頃、一宮市の染色工場へ働き

に出たことがある。しかし、 5、6年もすると

故郷が恋しくなり、何か事業をと考えた。葛原

へ帰り、最初に取り組んだのが製材で、杉板加

工。ところが「経営規模が小さく、ラワンなど

外材に押され、思わしくなかった」という。

「プラスチック加工を知り、転業を決意した

のは、忘れません昭和38年。当時はコンプレッ

ションでした。ムトー精工で成形のやり方を習

い、製材機に代えてコンプレッション2台を入

れ、車のルームランプなどを成形した」「そう

そう、現在、この葛原にはプラスチック工場が

8軒もあるが、創業したのは私が一番古い」と、

藤木さんは当時を懐かしむ。

縦、横型を組み合わせ小物を加工

事業が本格化したのは昭和45年の中頃から。

時代はインジェクションに入り、 30トンの縦型機

2台を設置、メーター機の歯車など主として小

物を成形加工してきたが、この縦型機は今もな

お健在で、連日、稼働している。昭和①年代に

入ってからコンパクトながら鉄骨の工場とし、

渕、ノ級の横型を2台設置、車やOA部品を加工、

多い時は7社から受注した。

ところが葛原の僻地から、工業

部品を納入するには無理が多い。

先行きを考え、昭和59年、多喜プ

ラスチックを通じてバルブの部品

加工へ全面的に切り替えた。取り

組む製品は、インサート部品の水

栓フィルターなど小物ばかり。

縦型、横型の成型機を設置したコンパクトな工場

藤木さんは「小物の下請け一筋

受注先はいろいろ変えてきたが、・

地元の水栓バルブ業界に協力でき

てうれしい」と話を結んだ。

- 9 -



事務局だより
会員と事務局を結ぶページ

口暑中、お見舞いを申し上げます。ロ

「地方の景気が、回復に向け離陸し始めてき

た。回復の芽は住宅から家電や乗用車など個人

消費へと広がって、企業の収益も徐々に改善し

つつある。まだ、地域ごとの景況感にばらつき

があるうえ、円高という懸念材料もあるものの

地方の景気は着実に明るさを増してきた」…と

新聞やテレビに報道されるなど、ようやく景気

底入れの声が聞けるようになりました。

組合員各位の経営動向はいかがですか。役員

事務局一同から、暑中お見舞い申し上げます。

□9月20日に組合員親睦ゴルフ大会口
かねて計画してきました「第3回理事長杯争

奪組合員健康づくり・親睦ゴルフ大会」を9月

20日（火）岐阜カントリークラブで開催するこ

とになりました。スタートは午前8時め分と早

いですが、健康づくりと相互の毅睦交流を深め

るため、一人でも多くご参加ください。開催内

容は近くお送りします。

なお『組合員と賛助会員の交流親睦ゴルフ大

会」を計画しておりましたが、急激な円高など

による賛助会員の経営環境悪化などを考慮して

ポリエチレン 塩化ピニ）レ樹脂

スミカセンR スミリットR
エチレン酢酸ピニル共重合街脂 メタアクリルシート

今年度は取り止めることにしました。次の企画

にご期待ください。

□学科の模擬テスト結果はまずまず口
工業組合は技能検定受検者を対象に特別講習

会を行い、学科試験の模擬テストを実施しまし

た。その結果、平均点は79.3点、最高は 1OO点、

最低は50点でした。昨年とは採点方法が違いま

すが、まずまずの成績で、実技とは異なり全国

レベルの合格率が期待できそうです。

出題分野別の回答傾向を見ると、正答率が高

いのは①共通③製図③金型④怯令這安全衛生一

の順で、かんじんの「成形法」「成形機」はぱ

っとせず、正答率がもっとも低く、無解答・誤

解答率が高かったのは例年同様に「材料」に関

する問題でした。 8月28日の学科試験日まで、

あとーカ月、一層の受験勉強を…。

岐阜県のプラスチック
1994 118号

平成6年8月1日発行

発行岐阜市六条南2丁目11番地 1号

（岐阜産業会館4階）

電話 (0582)7 2 -7 1 7 3 

FAX (0582) 7 6 -l 5 2 5 

岐阜県プラスチック工業組合

発行責任者 竹内安之

熱可塑性エラストマー

住友RTPE
合成ゴムSBR

エバテート⑲ スミペックスR 住友i.SBR
ポリプロピレン メタアクリル樹脂

住友ノープレン芍 スミペックス-BR
ポリスチレ／樹脂 高密度ポリエチレン

エスプライト スミカセンハード

合成ゴムEPR

エスプレン秒
エチレン酢酸ピニル
塩化ピニル共重合樹脂

スミグラフトR

＋ 住友化学工業株式会社名古慶支店 〒460名古屋市中区錦l丁目11番18号（興銀ピル）
電話 <052>201-7571 
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暑中お見舞い申し上げます

平成6年8月

岐阜県プラスチック工業組合

文
/ィ
.I

o

貝 一后l

IJ鸞’”””,図.. 方クー
本 杜

生産本部

取締役社長 大 松 利 幸

岐阜市神田町9丁目25番地（大岐阜ビル6階）
〒500 合〈0582〉65-2233（代）

各務原市前渡東町 4丁目 22 2番地
〒504 合〈0583〉86-9311（代)

樹脂工業 式会社

ポリエチレンチュープ

農業用ポリエチレンフィルム

靡東海ポリエチ工業所

代表取締役社長 大 野 賓

代表取締役社長 i日
.JL 玉 俊

本社エ湯

本社及び
本社工場

岐阜県安八郡神芦町末守377の 1
電話 (0584〉 2う4l 4 l番iffl
郵便番号503-23

名古屋営業所

岐阜県珂島郡屹南町野中悪501-61
TEL (0邸2' 4 6-1 3 1 3番四
F.¥ X 0582 4 7 -2 4 1 1番
名古屋市西区域西5丁目5番4号 lj'i,451
T E L (052! 5 2 1 -9 2 9 6番吠
F A X (052/ 5 3 2 -1 6 6 4番

代表取締役社長

本 社

営業所

日 比 勝 次

岐阜県大垣市大島町2丁目394番地
TEL <0584> 8 1 -1 3 4 7囮
名古屋市西区城西3-15-33

TEL <052> 9 3 2 -3 9 4 5囮

岐阜 研

代表取締役 林

業（株）

貢一郎

樹脂事業部
ギフト事業部

本社・工場

〒501-05岐阜県揖斐郡大野町
大字公郷六ノ坪 1403番地
TEL(0585) 35-2511 

FAX (0585) 35-2327 

射出成型

ギフト商品卸販売

プラスチック材料全般
藩色。再生加

（有）久世樹脂工
三光合成株式会社

岐阜工場

代表取締役社長 久 世 幸 博 工場長 輪 嘉 人

大垣市楽田町3J丁129 

合 (0584)81-6138囮

FAX(0584)81-2260 

本社 富山県西砺波郡福光町遊部800
TEL 0763-52-2135 

岐阜県安八郡安八町森部2454-1〒503-01
TEL 0584-64-3388 
FAX 0584-64-4936 
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技術と工夫で

価値あるものを・・・

シーシーアイ株式会社
代表取締役社長 岡 部 修

岐阜県羽島郡岐南町八剣7-1 4 8 

電話 (0582)47-3101 

岐栄プラスチック協同組合

代表理事

岐阜県各務原市前渡東町4丁目 22 2番地

TEL 

FAX 

清 水 昭 市

0583-86-9356 

0583-86-9350 

パス・伽空機・車輌・船舶用各種座席、航空機部品
強化プラスチ、ノクス、太陽湿水器

〇天龍工業株式会社
代表取締役

代表取締役社長 本社・工場

本 t-
ャ
q•• 

福 西 紀 雄

岐阜県各務原市蘇原興亜町4丁目 1番地
TEL〈0583)82-411l（代）

回 ひまわり印家庭用雑貨

和化成株式会社
納土栄一郎

岐阜市削一色 3丁目 5番 16号
TEL<0582> 45-5528低〒500

東宝芹麟東京都中央区湊 3-16-8
磯部ビル 2F

TEL<O 3>551-6300〒l04

各種プラスチックシート真空成型加工

0.Jr-IL化成品樟式会社
PEARL CHEMICAL PRODUCTS CO.,LTD. 

代表取締役 藤 昭

代表取締役 杉 山 元 彦

本吐工場〒501-04岐阜県本巣郡真正町品井 243_--:3 
TEL'.C583l24-9155的 FAX,0583)24-6221

管理本邪〒500 岐阜市八坂町 40番地の 1
岐阜工場 T E L(0582、:71-0861四 FAX'.0582)75・0970 

m^-口〇
ム1-一精工株式会社

本杜工場

岐阜工場

筑波工場

武

〒509-01岐阜県各務原市鵜沼川崎町1-60-l
TEL(0583)71-ll00(1'IJ FAX(0583)82-4365 

〒509-01岐阜県各務原市鵜沼川崎町 1-93 
TEL(0583)83-83llliし） FAX(0583)83-1516 

〒300-03茨城県稲敷郡阿見町大字香澄の里13-2
TEL(0298)89-0800（代） FAX(0298)89-0805 

岐阜技研ポリマー

株式会社

代表取締役 篠 田 哲

岐阜市岩地 8-7-15 

TEL 〈0582〉46-2541

〈058 2〉46-2081FAX 

”’ MUTO日ヰ武顧化成工業所
代表取締役 武 藤 幸 平

岐阜県武艤郡武芸川町跡部井□781〒501-26
TE L(0575〉46--3711 FAX〈0575〉46--2285
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＊之の石油化学製品

ポリスチレン

スチレン系耐熱樹脂

ポリカーポネート

GFPET 

ポリブロピレン

高密度ポリエチレン

直鎖状低密度ポリエチレン

カルブR

虚］出光石油化学株式会社
東京都千代田区丸の内3-1-1（国際ビル）〒100 ff 03-213-9361（代）

名古屋支店 名古屋市中区栄2T目1番1号 B土地名古屋ビル5F 〒460ml52-204-6051-3 

Shi迂tsu偏越Pvc I 

---. -. ・--.ZJ.''1':.J. 下コロ日e..x.,白匹／（052)581"00651 



精密成形を究めると
PSシリーズになる。
最新の電子コントローラを搭載し、射

出性能と操作性を向上させ、FA対応

においても一層の高性能化を図りま

した。新感覚の生産工場を実現する

価値ある射出成形機、それがNISSEI

のPSシリーズです。

N,SSE, 

曰漏鑽脂工事隷式會祉
名古屋営葵所／愛知県小枚市外堀1-!67四0568-75-9555竹

岡崎出張所／愛知県岡崎市上六名4-i-8三剛ピルIF 合0564-51-1430

三重出張所／一三重県津市神戸横田203-4 な 0592-24-0716

鬱本社エ湯・技術研究'/j.9'長臣県坂城町南条1日0 合(0168)82-3000！大代表）

―
-
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-
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フラスチノク、光ティスク、ファインセラミック射出成形機、

IC基板成形フレス等、先端技術加工機を

生産して、世界の名機として店躍しています

ティスク専用壊

フラスチソク射出成形機

I~ @株式会社名楳製f~汗 瓢ば0県大府市北的町大根2C<0562〉48-2111代1 /I 
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活きてる素材。
三菱レイヨンのプラスチック

メタクリル樹脂／板状品

ァヮIJライト
メタクリル柑j9旨，射出成形材9+ァヮIJペットR
ABS柱j脂

，，ィャベットABS

人三菱レイヨン
東京(272)432|／大阪(202)2241／名古屋(561)6711
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行きはホックスとハスケットにいっぱい詰めて出発。ランチタイムにフタ

を関けはテーフルに早変わり。帰りは、ハスケットをホックスに入れコ

ンパクトに収納てきる便和なレシャーホックスてり。（フタの内側は、収

納スペースになります。）

ボックスかテーブルに早

ヽ畑リコ株式会社

岐阜プラスチック工業株式会社 岐阜プラスチックグループ
緑本社：岐阜市神田町9丁目25番地（大岐阜ヒル6階） 絵リス興業昧 器東北リス（株 器四国リス（株

霧生産本部：各務原市前渡東町4丁目222番地 象リスハック（株 辮東京リス昧 繰九州リス（株

）`ス（株 総大阪リス(rn *リスエンジニアリンク怯


